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平成 28年 11月 30日

つくば市議会殿

「高額療養費」「後期高齢者の窓口負担」の見直しにあたり、
現行制度の継続を求める意見書の採択を求める請願

請願者 〒300・0045土浦市文京町 1・50富士火災
一般社団法人茨城県保険

代表理事 宮崎 三
(連絡担当者
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<請願の趣旨>
一般社団法人茨城県保険医協会が会員医療機関に紺して行つた調査では、32%
の会員医療機関が、経済的な理由による患者さんの治療中断を経験していまし
た。さらに、39%が医療費負担を理由に治療や検査を断られたことがあると答
えています。
「必要な検査を断る」「入れ歯やかぶせ物の処置をためらう」「支払いを年金
支給日まで待ってほしぃ」。一患者さんの実態が明らかになりました。
本年 6月 2日 に公表された、経済財政諮問会議「経済財政運営と改革の基本
方針 2016～600兆円経済への道筋 ～」 (骨太方針)では、社会保障分野におい
て、「負担能力に応じた公平な負担、給付の適正化」をはじめとする改革を進め
るとしてぃます。さらに、財務省 a財政制度等審議会は改革の方向として、 (1)
「受診時定額負担」の導入、 (2)後期高齢者の窓口負担の 2割化、 (3)高額療養
費制度の限度額の引き上げ、 (4)市販類似薬の保険はずし、 (5)入院時の居住代
の徴収拡大など、さらなる患者負担増をもたらす制度設計を提言しています
(「『経済・財政再生計画』の着実な実施に向けた建議 (2016年 5月 18日 )、 「平
成 28年度予算の編成等に関する建議 (2015年 11月 24日 」)。
さらなる患者負担増は多くの国民から医療を遠ざけ、とりわけ治療が長期に
わたる高齢者の生活を圧迫することになります。
こうしたことから、別添しました「『高額療養費』『後期高齢者の窓口負担』
の見直しにあたり、現行制度の継続を求める意見書」を採択してください。

<諸頂の事項>
「高額療養費」「後期高齢者の窓口負担」の見直しにあたり、現行制度の継続
を求める意見書を国に提出していただきたいこと。


